	Question & Answers

Q:不適合が見つかった場合，どうなるのでしょうか。

A:部品に影響を及ぼすすべての不適合の処理を完了し，是正処置を実施するまでFAIは完了とはなりません。その不適合により影響を受けた特性に対してFAIを再実施し，その結果を記録しなくてはなりません。

Q:設計変更時には常に全てのFAIを行う必要がありますか。

A:既に承認されている形態との相違部分を対象にする部分的FAIによって，完了させても構いません。

このような部分的FAIが行われる時は，FAI様式の関連部分に記入するだけで構いません。

Q:FAIを行うのための特別な検査が必要ですか。

A:この規格では指定していません。しかし，その特別な検査を本質に立ち返って実施することは，FAIの意図に合っており非常に良いことだと思います。測定には，正しい機器による繰返し精度，再現精度が求められます。
	Membership
IAQGは航空宇宙会社の重要なリーダー会社から成ります。

それらは次の3つのセクターに分けられています。

・アメリカ

・ヨーロッパ

・アジア太平洋

3つのセクターは約70のメンバー会社からなっており，世界の主要な航空宇宙会社(現在52社)は全て含まれている。

全てのプライム会社は3つのセクターの内どれかから，IAQG会議のメンバーになることが可能です。

全てのメンバー会社はIAQGに実費で参加しています。

照会先

会社リスト(代表者名付)は，以下のウェブサイトから参照可能です。www.iqag.org
追加情報の問い合わせ先

iaqg@sae.org    (IAQG)

standards@sae.org (the Americans)

jaqg@sjac.or.jp (Asia-Pacific)

iaqg@asd-europe.org (Europe)
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	Introduction

航空宇宙製品が適正であることを保証するために，初回製品検査はすべての設計および仕様書要求が正確に理解され，指示され，検証され，記録されているという客観的な証拠を提供します。

FAIは，量産の初回製品に対して設計/製造実施計画に規定された作業を審査することです。

FAIの実施により以下のことが可能です。

・必要な文書，設備，管理が整っていて，量産に対して適していることの確認。

・図面，製造方法，工程が妥当であり，それらは生産に対し，十分に有用性があること。

・FAIで確認された方法により製造された製品が完全に設計意図に合致しているというクローズドループ型の検証。

以下のQ&Aを，皆様がこの規格をより理解することに役立てて頂きたいと思います。
	Question & Answers

Q:これは国際的な規格ですか。

A:このFAI規格はIAQGによって作成されており，他のIAQG規格と同様にAS9102，EN9102，SJAC9102として出版されています。

この規格は，様式中の必須要求，条件付要求，任意要求を明確にし，また，内容を理解しやすいように構成を改良したA改訂版になっています。

Q:なぜ，今，新しい国際規格なのですか。

A:この規格を作成した大きな要因としては，各航空宇宙会社がFAIに関する共通の要求をもっているにもかかわらず，文書要求は異なっているということです。

この異なった各社要求は，不要なミス，混乱，やり直しを引き起こしてきました。

ここで要求を共通化させることにより，以下の利点があると考えます。

・平凡なミスや抜けの削減

・供給者にとってのFAI簡素化

・書類作成より製品品質への重点移行
	Question & Answers

Q:この9102は強制力のある”規格”ですか，それとも単なる”ガイドライン”ですか。

A:この9102が”規格”か”ガイドライン”かは顧客要求によります。顧客によって要求されるときのみ9102は強制規格になります。

もし，顧客独自のFAI要求がない場合には，9100に記述されているように，9102はFAIの”ガイドライン”として用いられることになります。

しかし，顧客が9102にしたがってFAIを実施するよう要求する場合は，9102は”ガイドライン”ではなく”規格”となります。この場合，顧客により除外される場合を除き，この規格の全要求を満たす必要があります。

IAQGのメンバー会社はFAIの要求としてこの9102を採用することを表明しています。


	Question & Answers

Q:この規格の適用範囲は？

A:この規格は組立品，サブ組立品，子部品(鋳造品及び鍛造品を含む)に対し適用されます。また，調達した標準カタログ部品又は製品用(引き渡し可能な)ソフトウェアには適用されません。

組立品では，組立図面に規定された特性についてFAIを実施します。組立のFAIでは部品のFAI報告書の参照が必要です。

FAIは新規製品の初回製造の代表品について実施します。本規格では、試作部品又は通常の生産工程とは異なった方法で製造した部品にFAIを適用することは要求していません。しかし，試作部品の設計要求に対する適合性確認のために，本規格を用いることができます。
	Question & Answers

Q:様式中の全ての欄を埋めるのでしょうか。

A:いいえ。様式中の各欄は以下の3つに分類されています。

(R)要求される

これは不可欠な情報である。この欄は太字で示されます。

(CR)該当される場合には要求される

該当する場合は，この欄に記入すること。この欄は太字のイタリック体で示されます。

(O)任意

この欄は便宜上設けられ，通常の字体で示されます。

これらの欄は，また便宜上，(R)欄及び(CR)欄は網掛けで識別されています。
	Question & Answers

Q:9102の様式を使わなくてはいけませんか。

A:FAIの報告内容の完全性，正確性が非常に重要であるため，視認性と共通性が必要と考えています。このため，9102では様式を標準化しています。

つまり，

・もし，他の様式を使用するならば，各欄に対して9102と同じ番号を呼出し，また全ての”R”及び”CR”の項目を含まなくてはなりません。

・9102の様式の内容に加えて顧客からの追加要求があれば，様式に追加をしても構いません。様式3にはそのような追加要求に対する余地が設けてあります。

Q:電子様式は使用可能ですか。

A:はい。可能です。

9102で要求されている各欄が固有番号と共に明確で分かりやすければ，電子様式を使用しても構いません。そうした場合，顧客は，その電子様式が明確性，視認性，共通性に関する9102の意図と合っていることを証明するよう要求するかもしれません。

	Question & Answers

Q:電子様式は入手可能ですか。

A:次のウェブサイトで入手可能です。

http://www.sae.org/aaqg/publications/as9102a-faq.htm
Q:3つの様式を完成させるほかに必要なことはありますか。

A:3つの様式を完成させることに加えて，FAIは以下の項目を保証する為に製造工程に関する文書の点検を求めています。

· 計画通りに全ての作業が完了していること。

· 関連する参考書類が完備していること。

· 不適合文書が処理されていること。

· 材料証明の適合性を確認すること。

· 承認された特殊工程供給元を用い，かつ製造計画/工程文書が正しい規格を呼び出していること。

· キー特性要求に合致していること。

· 部品特定のゲージ及び/又は治工具が承認され，確認できること。

· すべての設計特性が明確であり個別に識別され，かつ，その検査結果が個々の識別に対して確認できること。
	Question & Answers

Q:その他の文書は必要ですか。

A:供給者はFAIにおいて影響する品質記録の客観的な証拠を求められます。

その証拠としては，署名入り記録，受領印入り領収記録，（供給者の品質システムに応じて）同僚･管理者･品質保証部門による署名入り点検記録，適合証明，是正処置記録，MRB記録，正規署名入り内部記録等がありますが、これらに限定されません。永久的に，確実な媒体で保管されるならば，電子ファイルでも認められます。

Q:非破壊検査などの作業者認定もFAIの一部ですか。

A:本規格では必須事項ではありません。しかし，作業者認定の評価結果を記録しておくことは良いことです。

一般的に、作業者認定の評価結果の確認はは品質システム監査を通じて行われていると思われます。もし，あなたの会社にそのような評価が可能なしっかりとした品質システムがあれば，それで十分であり，かつ顧客はFAIの都度，評価の実施を要求することはないでしょう。
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Q:作業指示書を提出することは必須ですか。

A:様式1の欄9に作業指示書の番号を記録することを要求されています。顧客との契約にない限り，送付書類を添付することは必要ありません。ある特定の工程で部品を生産していることを証明できるならば，製造工程の適正な改訂管理符号を記録するだけで十分でしょう。

Q:工程仕様書，手順書，基本的な方法はどこに記録するのでしょうか。

A:様式2の欄5および欄6中にそのような仕様書を記録してください。

Q:計量機器の校正試験データを添付する必要はありますか。

A:それは校正認定システムで保証されます。現在の報告書番号を呼び出しても，それらの報告書を添付してもよろしいです。








